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I. 霊魂と宗教心
I. いのち、たましい、こころ
il. 旧約聖書の心理学
N. アリストテレスの霊魂論
V. キリスト教神学における霊魂
VI. 実体理論から現実理論へ
I. 霊魂と宗教心
霊魂とは
人は、いつかは死ぬ日が来るであろうことは、
知っていても、今の生活が生きるに値しないと
思うほど惨めであると思わない限り、いつまで
も生き続けたいという願望を持つものである。
それはただ単に未知の「死」に対する恐怖ある
いは不安のなせる業とは云えない。われわれは
それぞれ自分の日々の生活を続けることに、
(Orpheus)は、人が生きているのは、その人
が呼吸する息のためであると考え、生きもの
（人）が死んで吐き出された霊的存在として存
続する息 (psyche)が、すなわち「魂」である
とした。この人の眼に見えない人間の「不死の
部分」が「霊」とか「魂」あるいは「たまし
い」と言われるものである。人々はこれを不思
議な力として畏怖し（御霊信仰）あるいは追慕
し（祖霊信仰）、神（おに、かみ）として祀っ
「生きる」という欲求を充たしている。それは、 たり、あるいは神聖視し（霊魂不滅）、その
われわれ人間は自己の生活を含め、世の中の凡 「神」（絶対者）との合ーを祈念したりした。
ての事象の不変、恒常を期待し、また予期して
いる、ということである。そこには「私」と云
う欠けがえのない人格の「不死」と存続に対す
る強い願望があることを知ることができる。
こういうわけで人は死んで、その人の肉体は
消滅しても、その人には、なお生き残る部分が
あるにちがいないとする観念（信念）は古今東
西の殆んどの文化に見ることができる。
たとえば古代ギリシァの詩人オルフェウス
他方、魂は人の死後の生（生命）だけでなく、
生きている人にとっても、生死にかかわる人の
生き方の問題として重大視されて来た。人が現
実に生きているのは、ただ肉体が生きて動いて
いるのではなくて、その背後に眼には見えない
何かがあるに違いないと云う観念も、また凡て
の人々の懐くことであろう。人がこのように思
うこと自体が、生きている人の肉体のうちに潜
むものがあることを証明している。そのものは
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「こころ」（こころだましい）である。 「思う 体概念であった。存在論及び形而上学的意味で
もの」の本体は「たましい」（魂）なのである。 霊魂あるいは魂(soul;釦ne)は生命(life; vie) 
こうして、人の「こころ」のうちに死者の の原理である。すなわち霊魂（魂）は「生かさ
「霊」と生ける者の「魂」という観念は結ばれ れている存在」を作る積極的な原理一生命力
ている。
宗教心ー信仰心一
宗教はわわれの現実の生活に強く影響を及ぼ
し、いろんな形でわれわれの精神活動を惹き起
す。人類における精神生活の発生と同時に「宗
教心」も発生したといっても過言ではなかろう。
それでは宗教心とはいかなる精神活動に基づく
ものであろうか。
宗教心は人間の生きかた、全精神活動から来
る根本的態度一信念あるいは信仰ーである
と云ってよいであろう。宗教心は、こうなると
信仰心と云いかえることができる。心理学的に
云えば、宗教心は感情活動に根ざす、情意作用
と見ることができよう。シュライエルマッヘル
(Schleiermacher, Friedrich Ernst Daniel 
・活カーであり、 「生きていないもの（素
材）すなわち「身体ー物体」 (corps-objet)
に対置される。霊魂はこの意味で人間の生一
生きている人間（心）一死んでいる人間（身
体）に一深く関っている。
霊魂不滅の信仰
古代ギリシャの哲学者は、人は凡て「不滅の
魂」を持って居り、人は死後も何かの別の形で
存続すると考えた。アレキサンドリヤのユダヤ
人哲学者フィロン (Filon100 A.D.)にとっ
ては死とは霊をもとの状態、誕生前の状態に戻
すことであった。魂はもともと霊界に属してい
るものであって、肉体のなかでの精々、数十年
の生は短期間で、しかも多くの場合、幸の少い
日々を過ごすだけのものであるとは信ずること
1768 -1834)は宗教心を人間の感情に基づけた。 が出来なかったのであろう。そこで「肉体は枯
「宗教は、人が、その人自身の内に、あるいは 死衰滅すとも霊魂はその肉体を離れて永遠に存
外にある凡ての存在を究極の基盤たる「神」に 在し、未来の生活を有する」という信念が生れ
帰せしめるときの「無限定者」に対して持つ
「絶対帰依の心」 (SchlechthinnigeAbh助—
gigkeitsgefiihl)に基づく。自己を「永遠なる
もの」との一体において感ずること、これが宗
教である」。かくて彼の宗教観は体験的主観主
義と評される。
さて「人間」の「心」、精神を「生命」との
関係において論ずるとき、避けて通ることがで
きない概念は「魂」（タマシイ）と「霊」（レ
イ）あるいは「霊魂」の概念である。霊魂は普
通、人間の身体および精神の活動の原動力と考
えられている。したがって人間の生活と生存に
対し心理学あるいは哲学の面から大きな研究領
域となる。
霊魂は、はじめ哲学的研究における一つの実
たのであろう。
「気息霊」 (Hauchseele)信仰：人間の霊魂
は気息に宿るとする考え、 「気息霊」の信仰は
古代及び原始の人々にあったであろう。これが
「霊魂信仰」の発生につながると考えることが
できる。見ることもできず、捉えることもでき
ないが、それにも拘らず存在する、いろんなも
のがあるということは、既に「風」という自然
現象から原始の人々にも分っていたであろう。
「風」を意味するギリシア語「anemos」の語
根「an」はドイツ語の「息を吐く」 (hauchen)
一日本語の「はく」 (haku)ー や「呼吸する」
(atmen)に入っている。梵語の「風」はanilas
である。風あるいは呼気は生きている人の口か
ら流出し、時には白い雲（湯気）がその人のロ
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の前に見られる。その人はいつまでも気息を吐 Eckhart 1260-1327)は存在としての「神性」
こうとし、それを繰返し、息を洩し続けて吐け を説き、魂の「離脱」 (abgescheidenheit)と
なくなると、死に到る。
アニミズム：原始古代からアニミズムの考え
があった。原始社会においては、凡ての物に神
から霊魂が与えられていた。原始の時代には
個々の自然界の事物に、たとえば泉や樹木にも
精霊 (Korper-Seele)が、その「生命力」と
して結び付けられていた (Marett)。しかし
突破によって神性と一体となるために「魂の火
花」を唱えた。エックハルトにとっては、 「至
高は魂 (Seele)の神との合ーである。自己の
「魂」の深みに神秘的な神を見ること（瞑想）
である。この世の創造以前には神は無の中の無
であり、形を与えられた自然において、はじめ
て神は自己自身を意識する。凡ての被造物は神
アニミズムでは「気息霊」あるいは「陰霊」 の内において神と共に成り、凡て一人間（神の
(Schatten -Seele)が、それぞれの事物の棲み 似姿）ーは再び神に帰ーする。」 (H.Schmidt
家たとえば眠っている人あるいは死んだ人の体
から離れて独立の「霊」 (Geist)一和魂かある
いは荒魂ーとなる (E.B.Tylor;W.Wundt)。
このような考えはギリシヤ神話に遣っている。
ギリシャ古代の詩人ホメーロス (Homeros700 
B.C.)にとって霊魂は生きるために生命力を
与えるものを意味する。そして「死ぬ」ことは
霊魂が身体 (Leib)を離れて冥界 (Hades)-
死者が集って棲む地下の世界一において「陰
霊」 (Schatten-Seele)として生き続けること
である。
神秘主義：古代ギリシャの秘儀(musterion)
のmuein(希）は眼や口を閉ざすの意である
が、この秘儀を行う宗教としてオルフェウス教
(orphicism)が最もよく知られている。オル
フェウス教は霊肉二元論に立ち、霊魂を「不
死」の神的実体とした（霊魂不滅説）。そして
「肉体」 (soma)は霊魂(psyche)を閉じ込め
ておく墓場 (sema)であると見なした。それ
ゆえ閉じ込められている「霊魂」が肉体から解
放されて、神と合ー (uniomystica)するた
めには「肉体の追放」（「禁欲」）と冥界にお
ける罰による霊魂の「純化」 (katharsis)を
説く。それによってはじめて「輪廻」を脱し、
永遠の至福に入ることができると云う。
神秘主義神学者エックハルト (Johann,
: Philosophisches Worterbuch, 1933)。
I いのち・たましい• こころ
日本人の霊魂一祖先崇拝一
古代日本人にとっては霊魂と肉体とは別個の
ものであり、両者の決定的分離が「死」である
と考えた。霊魂は「タマ」と呼ばれたが、これ
には「イキミタマ」、 「アラミタマ」、 「ミタ
マ」の三種があると信ぜられた。 「イキミタ
マ」は「生存者」の霊魂であって、それはいつ
しか子に対する両親の霊を指すにいたった。
「ミタマ」は祖霊であって、それは「家」に結
合する同族神（先祖）に他ならない。
「アラミタマ」は新しい死者の霊魂（死霊）
であって、不安定であり、崇り易い状態にある
とする恐怖感から、その災厄を免れるために祀
る必要があった。こうして「アラミタマ」は祭
祀によって浄化される。子孫から祭祀を繰り返
し受けること一死後の33回、 50回の法事を済
ます（弔い上げ）こと一によって「アラミタ
マ」は和やか「ミタマ」に、すなわち祖神一
先祖ーになる。
かくして死者の霊魂は畏怖と追慕のうちに祭
祀の対象となった。祖霊は子孫を守り、祝福す
る恵深い神性（守護神）であり、子孫は祖霊を
崇め、その加護を求める（祖霊信仰）。異常死
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「こころ」と「たましい」
図 1
幽霊、妖怪）と、自然物に宿る精霊で人間に禍
をもたらす霊魂を「もの」、その働きを「もの
の気」と考えられるようになった。わが国では
霊魂は常に宗教的存在にとどまった。 （哲学事
典、平凡社、昭和55年）。霊魂（たましい）を
魂暁と表記するとき、魂は陽神（精神を司る）
を、塊は陰神（肉体を司る）である。 （淮南子
注）「魂は神気にして天に帰り、塊は形骸に
して地に帰る」（上田萬年ら： 「大字典」昭和
16年）
いのち
「たま」 一魂（たましい）とは何であるか、
われわれの祖先の使った古い言葉遣い（使用
法）を通して考察しよう。上述のように「たま
しい」は「いき・しに」の二つの海（人間の生
・死の二つの苦しみの意）に深く関る観念であ
るが、一体「生きる」とはどのようなことを意
味しているのであろうか。 「いのち」とは「生
物の生活する元カーいきのを、たまのを、せ
いめい」（金沢庄三郎： 「広辞林」三省堂、昭
和6年）である。ここで「を」は「緒」（「ひ
者の霊魂（怨霊）、祀り手のない霊魂（無縁佛、 も」）であり、長く続くものを意味する。 「い
餓鬼）も通常の死の場合よりも恐れられ、霊魂 きのを」は「息の緒」であり、 「たまのを」は
を鎮めるために共同（「ムラ」）で祀られた
（御霊（怨霊）信仰）。（「日本宗教事典」弘文
堂昭和60年）
日本古代の霊魂は「タマ」と呼ばれたが、古
文献に現れた「タマ」は、人格的、個体的存在
玉をつらぬいた緒であり、 「玉の緒」であり、
また魂の緒であると云う。 「いく」（いきる）
は「息」から来るが、 「生き延びる」（生存）
は「いのちいく」と、死ぬことは「いのち過ぎ
る」また「いのち終る」とも云う。生きること
一身体などの内にあって生命機能を維持する は「いのち」の続くことであり、 「いのち」に
ーとしての霊魂（身体霊）、人の出生と同時 始めと終りのあること「有限性」一限定一「宿
に身体につき、死とともに去って行く霊魂また
自然界の事物を離れて自由に出入する精霊（自
由霊）を意味した。やがて死者を離れた霊魂に
して「たま（魂）まつり」によって正道にある
ものは、 「かみ」（祖霊、祖神、氏神）と、何
かの理由で「たま（魂）まつり」を受けられず
正道を外れたものは、 「おに」怨霊（御霊）、
命」を表している。
「わすれじのゆく末まではかたければけふ
を限りのいのちともがな」（儀道三世母）
「人のいのちは出づる息入るほどをまたず
してをはる（終る）ことなれば廻心もせず、柔
辱の思いにも住せざらんさきにいのちつきば掘
取不捨の誓願は虚しくならせおはしますべき
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や」（歎異抄）。 て「たま」の肉体よりの遊離によって、果され
たましい る。
われわれ人間は生命の有限性にも拘らず生命 「魂（たま）合えば相寝むものを小山田の
の無限性を求める。そして人の「いのち」が盛 鹿猪田もるごと母し守らすも」（万葉集3000)
きた後も亡ぶべき身のうちに、眼には見えない 作意：「タマ（魂）は単に「こころ」（心）で
不思議な力を持つものーたましい一のある はなくて「遊離魂」のことであり、どんな垣根
ことを信ずる。かくて「霊」（霊鬼）として存 を立てても抜け通って行って一緒に寝るもので
続するとする観念を持っている。日本人の佛教 すよ、の心持であろう。 （土屋文明：「万葉集
には、霊魂は人の肉体に宿り、その人に「いの
ち」を与えるが、その死後も存続し、また別の
人の肉体にはいりこみ、次々とこれを繰返すと
する信仰がある（業とそれが生み出す結果との
間の三世因果的輪廻転生の思想）（三渡幸雄：
「哲学小辞典」協同出版）。
「かく悲しきめをさえ見、命つきなんとす
るは、前の世の報いか」（源氏一明石）。
人の「いのち」（生命）はその人の誕生に際
して「たま」（遊離魂）が肉体に入って付着す
ることから始まり、 「たま」が肉体を内側から
支えている間、その生命が続き、 「たま」は肉
体から離れ、 「たま」の働き（たましい）が止
む現象が「死」である。 「たましい」が弱まる
と、病気が発生し、 「たま」が肉体を離れると
「死」が起きるのである。肉体を離れた「た
ま」を呼び戻し、身体に固着させることが、
「たましずめ」（鎮魂）であり、衰えた「た
私注」 6・巻11・12、筑摩書房昭和52年）
「たま」のわざである「たましい」を、それ
によって生かされている人（身体霊）の側面か
ら見るとき、それは「いのち」であり、いのち
の現象は生きている人間の「生」と「死」との
間の活動である。
こころ
「たましひ」を「こころだま」、 「こころだ
ましひ」とも云うが、人の「からだ」へ入った
「たま」の活動の眼に見えない精神の側面の働
きが「こころ」である。 「心」（こころ）は人
間の知的、情意的な精神機能を司る器官であり、
またその働きである。 「からだ」や「もの」に
対立する概念（「日本国語大辞典小学館昭
和50年）である。
「心す」は注意する、気を付ける、 「心ざ
す」はめざすこと、 「心ざし」は心の向かうと
ころ、意向、すなわち意志作用を云う。 「ここ
ま」を動ますことが「たまふり」である。 ろあり」とは心を持っていることであり、その
「多麻之比（たましい）は朝夕（あしたゆ 心は考え、思うことで、思慮、分別、道理、情
うべ）にたまふれど吾（あ）が胸痛し恋の繁き 趣を云う。それゆえ「こころすくなし」は思慮
に」（狭野茅上娘子）（万葉集3767)〔魂は朝な が足りないことであり、また「こころなし」は
タなに鎮め、落着けているけれども私の胸は恋 思いやりがないこと、また情趣を解さないこと
の思いの激しさに痛みますの意〕 「タマシビ、 を云う。
〔魂霊〕の義、タマは美称、シはイキ（気息）、 「心なき秋の月夜（つくよ）のもの思うと、
ビはクシビ（奇妙）（大言海）。 寝（い）の寝られえぬに照りつつともな」（万
「たま」（魂・霊）は肉体に宿って精神活動 葉集2226)
を営むものである（「角川古語辞典」）から、 「心なき身にもあわれは知られけり、鴫立
恋情もまた「たま」の発動（たましい）であっ つ沢の秋のゆふぐれ」（西行法師、新古今集、
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秋）「六賊すてて、無住無止になりければ、悲
しきとも、おもしろくとも、うれしきとも、お
もわず。され共、秋のタベをすぎゆくに、みち
のべの沢田の鴫の鳴きたちたるタベのあわれさ
は、こころなき身にも骨髄にとをりてたへがた
く悲しき事、詞には、いはれずと云う事をいひ
さして鴫立つ沢の秋の夕ぐれは、やるかたなき
ものかなと終りたる歌也」（聞書）。
「こころうす」（失心）は意識を失うこと、
うっとり、ぼんやりすることを云い「こころあ
がく」（こころもがく）とは魂が抜け出て、放
I心状態、夢中になることを云う。 「たまげる」
（魂消る）はひどく驚くことを云い、ぞっとす
ることを「肝を冷す」と云う。 「こころ」
（心）は「からだ」（心臓や肝臓など）の働きと
密接に関係していることが分る。漢方では感情
や精神の座は五臓にあって腎臓は「精」を、心
臓は「神」を蔵すと云う。
「こころから心に物を思はせて身を苦しむ
る我が身成りけり」（西行法師）（心理的懐悩が
身体にまで及ぼす苦悩をうたっている）。
「こころ」は、また宗教の方面一宗教心、
道心、信仰心ーに進んでいる気持を表す。
「こころあくがる」は魂が身から抜け出て「法
悦」の状態にあるとこである。
「歌占に、十万億の国々は海山隔て遠けれ
ど、心の道だになほければ、つとめて至るとこ
ぞきけ」（古事記一三。源信金峰山歌占事）
「こころだに誠（まこと）の道（みち）に
かないなば祈らずとても神（かみ）や守らん」
（菅原道呉の作と伝えられる）。
他方、 「こころ」は世俗的なものに執着する
気持を表す。迷いのままで、悟れないこころ、
雑念，我執、俗情などを云う。
「心こそ心まどわす心なれ、心に心、心ゆ
るすな」（武士日用）。
I1 旧約聖書の心理学
「旧約聖書」を読む人は、ヘプライの人々の
言語と文学には特有の心理学的な組立てのある
ことに気付かされる。勿論、その編纂が西紀前
700年から3000年にも逆るといわれる古い文献
に古代ヘプライ人の「精神の働き」に関する定
式化された一組の観念としての一つの心理学が
あるとは云えないであろう。併し聖書は、人間
について、人の行動、情緒、また他者との関係
について述べているが、その一貫した述べ方か
ら幾つかの重要な核となる概念があることに気
付く。そのような概念を与える主要な語の一つ
は「nephet」である。この語は普通、伝統的
にsoul(英）、 Seele(独）、 a.me(仏）、魂あ
るいは霊魂（日）と訳されて来た。
nephesと云う語の意味は、もともと「喉」、
「頸」を意味したが、そこから「息」、 「気
息」を意味するようになった。息のあるか、な
いかが生死を分ける決め手となるところから、
やがてこの語は「生命」と云う意味を持つにい
たったのであろう。しかし、それはあくまでも
常に身体に結び付いた生命であった。こうして
人の死にあたって生命のしるしである息が絶え
ると、魂も生きものの「身体」から離れ消滅す
ると考えたのであろう。 「ヤハウェ」 (YHW
H)の創造物語には「この「nepheもについて
ある種の意味の変化が認められる。すなわち地
の塵で造られた身体に神の息吹き（命の息）が
吹き込まれて「生ける魂」 (nephe~hayy祉）
すなわち人間、アダムが造られた。 「エホバ神、
土の塵をもって人を造り、生気をその鼻に吹き
入れたまへり。人すなわち生霊（いけるもの）
となりぬ」（創世紀2.7)。ここで注意さるべき
ことがある。それは、アダムは魂を持つものと
して造られたのではなくて、魂として造られた
ことである。魂すなわち人は死すれば死者で
あって生きてはいない。 「生けるものはその死
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なんことを知る。されど死ぬるものは何ごとを
も知らず、また応報を受くることも重ねてあら
ず」（伝道の書9.5)こういう訳で旧約聖書にお
ける人間は、天で永遠に生きるという見込みも
地獄でとこしえに責め苦を受けるという恐れも
なかった。つまり輪廻転生の「さまよい」
(Seelenwanderung)もなかった。
「詩篇」 (Psalms; Der Psalter)の作者は
「nephet」（魂）を「わが魂」とある種の高次
の自我を表すために用い、神を讃える呼びかけ
命の担い手であり、 「魂」は生命の坐として血
液と殆ど等しいものとされた。それゆえ「血
液」は魂すなわち生命であり、人は血液を流出
された後は生命なき肉塊として残るだけであり、
それゆえ死者は「肉」と呼ばれさえした。こう
いう訳で魂は人間の食するものではないと云う
理由で血液を食することは禁ぜられた（申命記
12.23)。それは、もともと神から与えられた
生命であり、神のものであるからである。こう
いう訳で、 「魂」はもともと神から人間へ与え
に用いている。 「わが霊魂（たましい）よ、エ られたものであって、人間のものではない。す
ホバを讃めまつれ」 （詩篇103: 1.22 ; 104 : 1. なわちイスラエル人が異邦人一居留の外国人
35)。この語はもともと生命を表現するから、 一の霊魂が何であるべきかを知っているのと
その心の働きである「感情」、 「感覚」、 「気 丁度、同じように、善人は「自己の家畜の霊魂
分」、 「慾望」のような精神作用をあらわすこ
ともある。 「我は気の患う (hardof spirit ; 
!'esprit afflige)婦人（をんな）にしてぶどう
酒をも濃き酒をも飲まずただわが心 (soul; 
a.me)をエホバの前に明（あか）せるなり」
（サムエル前書1.15)。しかしこの語は一つの
実体概念ではなくて、人の現実の行動において
働き、意志や道徳的行為の主体として働く原理
であるから、 「魂」 (nephe~) は、 「私自身」
であると云ってもよい程、身近に感ぜられるも
のである。そしてどちらかと云えば、 「魂」に
は身体的な語調があり、心臓、肝臓その他の内
臓のような身体の諸領域と密接な関係を持つこ
とが多い。これらの身体の領域は人の情緒をあ
を知っている」（蔵言 12.10)、すなわち「生
命」が家畜にとって何であるかを知っている。
天地創造の物語りにおいて、植物は「nephes」
（霊魂）として数えられないが、動物は数えら
れる。動物の創造は「地は「生きもの（「生け
る魂」 (nepheぷhhayyah ; soul of life)を産
み出せ」という言葉で述べられている。 「神言
いたまひけるは地は生物をその類（ルイ）にし
たがいて出し、家畜と昆晶（はうもの）と地の
獣をその類に従いて出すべし即ち、かくなり
ぬ」 （創世紀1.24)。被造物を数え上げるに際
し「霊魂」という語はしばしば「人」（生きて
いる人間）を数えあげるに用いられる。 「ヤコ
プの腰より出たる物（霊魂）は合せて70人（霊
らわす言葉として一様に使用される。 一わが 魂）であった」（出エジプト記1.5)。稀な使用
国の言葉の使用法においても「肝をつぶす」、
「心膳を寒からしめる」など激しい情緒を現す
ために使用されるが、また肝は「きもったま」
（肝魂）すなわち「きもだましい」であり気力
を意味する一しかしこのように情緒を表現す
例ではあるが、死者との接触は「死者の霊魂に
出会う」といわれているので、禁ぜられている。
「その俗を離れて身をエホバに帰せしむる日の
間は、すべての死体に近付くべからず」（民数
紀略6.6)。それゆえ死体も生きている物と同
るために古代ヘブライ語で「脳」が殆ど使用さ 様に nephe~であった。こういう訳で一般的に
れなかったことは興味深い。 言えば、 「魂」は身体的、物的なものと全く異
魂は人間と動物にとって神から与えられた生 質なものを指すのではない。
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旧約聖書が人間について述べるにあたって、
一貫して現れる核となるもう一つの概念に
「ruah」がある。 「n1ah」(spirit(英）；
esprit (仏）； Geist (独）； pneuma (希）；霊
（日））は本来「動く風」を意味し、それは命
を与える呼吸（いのちの息吹き）であり、神か
ら人間と動物に恵み与えられるものである。
「ヤハウェ」（神）はあらゆる生命の主であり、
同時に死者をも支配する主である。ヤハウェ
（神）の創造の物語では生命の息を吹きこまれ
た人間は、死に際して逆に気息を吐き出す。
「しかし、塵はもとの如く地に還り、 「霊」
(spirit; !'esprit; Geist)はこれを賦けし神に
帰るべし」（伝道の書 12.7)。こうして、もと
に戻された「霊」が死後もさらに存続するとい
う観念は殆ど見られない。 「世の人に臨むとこ
ろのことは、また獣にも臨む。この二つに臨む
所は同一にして、是も死ねば、彼も死ぬるな
り。皆、 「同一の呼吸」 (onebreath ; einerlei 
Odem ; meme souffle)により、人は獣にま
さる所なし。皆、空なり」（伝導の書 3.19)。
土の塵である死者は朽ちて、地の塵にかえる。
「汝みかほ（面）をおほいたまえば、彼らはあ
わてふためく。汝みたま「霊」 (spirit)をいだ
し給えば、萬物みな造らる。汝地の表を新にし
たまふ」（詩篇 104.29-30)。
以上において用いられた「霊」 (ruah)はも
ともと「息」、 「風」の意味で使われていたの
であるが、この語は弘く人の「霊」 (spirit; 
esprit ; Geist)としても用いられる。これは人
の思惟、意図を司り、また外界からの剌激の認
知の精神活動を司る。
旧約聖書ではもう一つの重要な概念をもって、
人は死後、冥府（よみ） (scheol (ヘプ）；H含des
（希））において弱い陰の存在、亡霊 (Shade;
Schatten)として生きながらえることが叙述さ
れている。しかし乍ら冥府では善人と悪人の区
別はなされるが、神の「審判」は行われない。
したがって旧約思想には来世あるいは彼岸にお
ける「生」という観念は殆ど認められない。
「聖書時代」には死後の生命は、それが「甦
り」（よみがえり）ー最後の審判に際しての死
者の甦り一によろうが、 「霊魂の不滅」によ
ろうが、積極的な善として待ち望むことではな
かった。一人の人間として、華やかな最盛期を
生きて歳を重ね、子供達に取りまかれ、死んで
「自己の祖先の墓に葬られること」はイスラエ
ルの人々にとって「本望」であったようである。
しかし、それが今日の社会におけるわれわれの
安易な「現世主義」と理解することは、誤りで
あろう。アダムと妻エバとその家族は、永遠に
生き、地上の楽園に満ちることになっていた。
「神、彼らに言いたまいけるは、生めよ繁殖
（ふえ）よ地に満てよ」（創世記 1.28)。 「神
は生きているものの死を喜ばれず、いつまでも
生きるもののために万物を造られた」 （知慧の
書 1.13-1.14)。
今日、研究者の間では、このヘプライ思想の
ギリシヤ人の思想との比較研究がよく行われる。
特にプラトンの霊魂観一一霊魂は不死であり、
本質的に神聖なものであり、仮りに身体に宿っ
ていて、身体から離れる。―—ーとの比較がなさ
れて来た。プラトンにとって身体はかりそめの
亡ぶべきものであり、それは霊魂にとって重荷
であり、その「純粋性」に対する破壊力ですら
あった。併し乍ら、凡てのギリシャ思想がプラ
トン的であった訳ではない。身体から離れた霊
魂の冥府における存在という考えは、ギリシャ
の詩人ホメーロスに見られる観念に近い。
人間の霊魂は神から出た「息吹き」であると
する旧約聖書の考え方は容易にギリシヤ的な霊
魂を神聖視する考え方に発展させられ得るであ
ろうが、もし両者の間に相異するところがある
とすれば、それは次の事実に帰せしめられよう。
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それは、ヘプライの思想家は、ギリシァの哲
学者ほど、早期に心理学的観念を定式化する必
IV アリストテレスの霊魂論
アリストテレス (Aristoteles384-322B.C.) 
要に直面しなかったと云うことである。彼等が の「霊魂について」 (PeriPsyche)は霊魂に
それを必要とするようになったとき、彼等は既 関する最初の研究であり、その後の時代ー中
に部分的にはギリシヤ思想の影響下にあったで 世ーにも大きな影響力を与えた。・
あろう。それゆえヘプライ思想とギリシヤ思想
との間にはある程度の妥協と重複が生じたので
あろうことが容易に推論される。
事実、ヘプライ思想を受けつぐキリスト教に
は新約時代に既に、死後も存続する霊魂信仰が
語られている。しかしその霊魂は肉体から分離
されたものではなく、肉体と常に一体となった
全人格を意味した。その霊魂は生きもの、即ち
生ける全体(livingwhole)であった。
ここで大いに注目されるべき点は、ヘプライ
思想の内面的、宗教的発展である。この背後に
はユダヤ社会の歴史があった。ユダヤ民族の他
民族による度重なる長期に亘る過酷な政治的、
宗教的迫害の歴史がギリシャ・ユダヤ思想を
アリストテレスの哲学では「霊魂」 (Psyche
（希）； Seele (独）； ame (仏）； soul (英））は
「質料」 (Karper;matiere; matter)として
の「身体」に対する「形相」 (Form;forme; 
form)としての実体(Substanz;Substance) 
である。一般に質料(hyle(希））と形相 (eidos
（希））は事象（存在と認識）が成り立つ条件で
ある。質料は素材であり、形相はこれに秩序と
統一を与える根本作用である。形相は個物に内
在し個物をその「もの」であらしめる本質であ
る。形相は可能性としての質料を限定すること
によって実現する存在（個物）になる。それゆ
え、霊魂（形相）は謂はば骨や肉のような自然
の体（質料）の中に埋め込まれている、非物資
「ヨミガエリ」（復活）期待に向かわせたので 的、精神的なものであって、合目的的な生命力
あろう。 「拷問」（責め苦）は「からだ」を亡 である。霊魂は自然の体を得て「生きもの」と
ぼし得るが，「こころ」(spirit;l'esprit; Geist) なり、そのとき、生命体(Leib)を得て生ける
までは亡ぼすことは出来ない。殉教者は身体は 人(Seele-Leib)となる。
死し、亡びなければならぬとき、彼等は「よみ 形相と質料の関係を動的に見ると、 「可能
がえり」、捧げた「生命」を取り戻すことがで 態」から「現実態」への運動と見ることができ
きる。こうして「よみがえり」という考えは、 る。その際、質料に内在している形相は、生成
「霊魂不滅説」と相携えて発展した。イエスは、 の全体をはじめから決定しており、生成の目的
その頃のユダヤの人々の持つ一般的な観念にも ともなる。たとえば花は種子の形相であり、ま
とずいて、語りながら「身体を殺し得る者を魂 た果実の質料でもある。かくて形相が実現され
を殺し得る者から区別した。」 「体を殺しても、 て、質料（可能態）が完成されたものが、完全
魂を殺すことのできない者どもを恐れるな。む 現実態(entelekheia)である。これがアリスト
しろ魂も体も地獄で滅ぼすことのできる方を恐 テレスが霊魂を生きる可能性を持つ質料の第一
れなさい」（マタイ10.28)。 完全現実態と呼ぶ所以である。こうしてアリス
（本節は、James,Barr: Hebraic Psychlogy トテレスの「形而上学」は経験的な「個物一
in : Rom Harre & Roger Lamb (Ed.) The 般」すなわち「存在するもの」一般に向うとき、
Encyclopedic Dictionary of Psychology, 天体について論ずるにあたって、天体を動かす
1983の論旨に従って纏められた。） 原因となる「神」は、いかなる質料も持たぬ存
-9-
在者である。この質料を完全に欠く神は甚しく の他器官ーから、それらの器官のそれぞれの
超絶的である。この特殊な存在者は、考えるだ 機能すなわち生き物が自律的に自己保存し、知
けの純粋思惟であり、しかも他の何ものをも顧 覚し、動く能力を引き離して、霊魂の本体が何
みない。神は純粋完全な「理性」 (nous)で であるかをわれわれに示した。これが自然体を
あって「動かずして、動かすもの」である。天 して、生命体(Leib)たらしめる「形相」とし
体は神の完全に憧れて永遠の昔から動いている。 ての霊魂である。アリストテレスは「もし眼が
アリストテレスもまたプラトン (Platon428 一匹の動物であったら、視力（機能）はその動
-348B.C.)のように「霊魂」を植物、動物、 物の霊魂となるであろうと述べてはいるが、そ
人間を含めて、あらゆる生物の「生命原理」と の場合、視力は眼の「生得的能力」であり、一
考え、霊魂の働きとして「三霊魂説」を説き、
「植物魂」 (Animavegetaviva)、 「動物魂」
(Anima Sensitiva)、 「理性魂」 (Anima
rationalis)を霊魂として区別した。ここでは
実体概念よりも、むしろ 質的機能が問題とさ
れた。人間の理性魂は、理論的、実戦的認識に
つの眼は見るように構造化された生ける組織で
ある。霊魂は一つの全体として、このような幾
つかの「能力」（機能）の一組の構造化された
ものであり、身体は自己保存し、知覚し移動す
るように組織された生ける組織（構造）である。
それゆえ霊魂と自然の体とは引離されない。こ
対してだけでなく、動物魂の機能（欲求、感覚、 れは視力が眼から引き離されないのと同じであ
運動（場所の移動）と植物魂の機能（繁殖、栄 る。
養）も果している。理性魂すなわち霊(Geist) 視力はまさに眼が機能するための働き方（ふ
だけが下位の霊魂の働きとは異なって、身体か るまい）である。それゆえ、霊魂を形成してい
ら分離が可能であって不死である。 「神」は質 る種々の能力を詳しく研究するためには身体の
料を欠く、 「純粋形相」であって、不死である。 各部分（質料）も、それらの部分に機能する部
それゆえ、純粋で完全な「思惟する理性」 (no 分としての構造を与える形式（形相）も持ちこ
us)である。こうして神が存在 (Dasein)一般 まねばならない。アリストテレスは、 「怒り」
の純粋形相であるように、霊魂(Seele)は生き を心臓のまわりの煮えたぎる血（質料）にだけ
もの (Lebe-Wesen)の形相であるが、同様に でなく、また怨根の仕返し（形相）としてだけ
人間の「思惟する理性」として実体的に不滅な でもなくて、この両者として、つまり質料の中
「純粋形相」であると云える。 にある機能として、研究しようとした。かくて
「個物」としての人間存在は、アリストテレ 霊魂は質料の中に合体されて体現されている、
スの「形相」＋「質料」と云う定式化によれば、 分離され得ない形相である。それは身体の面か
「質料」は、骨と肉のような素材であり、 「形 らでは十分に叙述され得ない。しかしまた、形
相」は「理性魂」となる。この霊魂はプラトン
におけるように「肉体の囚人」ではないが、本
質的には「個物」のうちに埋め込まれている。
「もの」を離れて独立して存在し得ない。かく
てアリストテレスは霊魂の本体を生きものの生
命力（一組の生命機能）に見だした。アリスト
テレスは、生きものの自然の体一肉、骨、そ
而上学的にはっきりと区別される実体でもない。
霊魂 (psyclie(希））は普通の一般的使用法
によると、 「生き物を生かす原理」を意味する
が、アリストテレスは霊魂を一つの現実の活力
として取り上げ、植物すら「霊魂」を持つもの
と認めた。これを見るとアリストテレスにおけ
る「psych百」を「霊魂」と言い換えることが
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限らずしも適切とは思われないが、霊魂を自然
の体と結合された一つの実体として、二元論的
(soul and body; Seele und Leib; L'ame 
et la corps)に見る考え方は、特にギリシャ
のオルフェウス以来の特にプラトンからの人間
の霊魂に関する宗教的、哲学的伝統から来る。
アリストテレスはその「霊魂論」において
「霊魂」を身体的な生きる力として叙述するこ
を形成し、支配し、全身 (Kerper)に一様に
拡っている。霊魂はただに生きている人の一つ
の特性であるだけでなく、その主体(Subjekt)
であり、また実体(Substanz)である。アウグ
スティヌスは物質的なものと精神的なものとの
分離を明確にし、 「霊魂」を身体の上に坐する
「騎士」一「箕実」の人の意ーに喩えた。
しかしながら「霊魂」は身体から分離してはい
とによって、プラトンの「不死の魂」（不滅の るが、 「身体」なしに考えることはできない。
イデア）の説を超えて現代の「霊魂なき心理 霊魂は情動が起きると、その場に自ら動くこと
学」を先取りしている。しかしながら他方、ア
リストテレスはその反プラトン的な「形而上
学」においても存在するもの全体の究極の根撼
は「神」であるという形で生ける人間の存在を
解決しようとした。こうしてアリストテレスの
「神をいただく形而上学」は神学的色彩を色こ
くしていった。 （本節は Kurtvon Sury : 
「Seele」inWorterbuch der Psychologie 
und Grenzgebiete, 1967 : R.Mucchelli : 
「a.me」in:Norbert Sillamy: Dictionaire 
de Psychologie, 1980 ; Julia E.Annas : 
「Aristotle」in : The Encyclopedic 
Dictionary of Psychology, 1983; De anima 
（福島民雄訳：アリストテレスの心理学I'
n)を参照、引用した。）
V キリスト教神学における霊魂
テルトゥリヤン (Tertullians)ら幾人かの教
皇の霊魂に対する理解は霊的ではなかったが、
聖アウグスティヌスらの霊魂観は霊的であり、
彼らは霊魂を非物質的、非延長的実体と見なし
た。この観方はキリスト教において支配的とな
り、早期にキリスト教神学を基礎づけた。
アウグスティヌス (Augustinus,Aurelius 
354-430)はキリスト教の信仰によって規定さ
れた「霊魂論」を代表する。アウグスティヌス
によると霊魂(Seele)は生きている人 (Leib)
なく、どこででも、いかなる情動の作用も感覚
する。霊魂に対する記憶 (Memoria)、知カ
(lntellectus)と意志 (Volunta)の三つの心の
働きの関係は、形や色（感覚）の身体(Karper)
に対する関係と等しくない。と云うのは、この
形や色のような感覚は、身体に服従するだけで
あって、その主体を超えることが出来ない。し
かし霊魂は生きている人の主体であって、 「知
覚」によって自己と他者を識別できる。 「記
憶」によって自己と他の事物とを想起すること
ができる。また「意志」によってその自由を実
現し、注意」 (dilectio)によって自己と他者を
愛することができるからである。
『「記憶の力は偉大であるが、神にいたる
ためには記憶をもこえなければならない」
二六、記憶の力は偉大である。神よ、それは
なにかしらぬ恐るべきもの、深淵でかつ無限に
多様なものである。そしてこのものは魂であり、
わたし自身がそれなのである。それでは、神よ、
わたしはなんであろうか。わたしはどんな性質
のものであるか。それは雑多と複雑をきわめて
まった＜測り知られない生命である。…………
この記憶の力は大である。このように生命のカ
は、死すべき生活を生きる人間においてさえ大
である。それではわたしの真の生命よ、神よ…
……』 （服部英次郎訳：アウグスティヌス「告
白」下巻岩波書店 P.35)
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霊魂は神の似姿 (EbenbildGottes)であり イオニャの自然哲学者デモクリトス
（創世記1.26)、これによって、われわれ人間 (Demokritos 470-360B.C.)の原子論一霊
は「神」と永遠の其理にあづかることを許され 魂は火の微小な原子から成り立つーに似てい
る。ここから霊魂の不滅（不死）も可能になる。 る。これに似た考えはルネッサンスの自然哲学
トマス・アキナス (Thomas,von Aquino 
1225-74)は中世にスコラ哲学者として、 「神
の存在」、 「無からの世界創造」と「霊魂不
滅」を推論した。 トマス・アキナスは霊魂につ
いてギリシヤ哲学の概念へ戻った。 トマスは、
またアリストテレスの心理学を解釈し、作りか
えた。アリストテレスの霊魂に対する定義と三
霊魂説を借用し、キリスト教心理学を基礎付け
た（「神学大全」 (SummaTheologica))。
トマスによると、神によって作られた個々の
霊魂は生命体の動因となる原理（形相）であっ
て、生ける人（生命体）と一体となっている
(naturalis unio)。しかし死後は生命体を離
れて生き続ける。霊魂の生命体からの分離は、
にも見出される。たとえばケプラー (J.Keple
r)は「地球」に「霊魂」を帰せしめた。
古代及び中世の思想家はさらに一致して霊魂
を、意識過程を基礎づける実体として理解し始
めた。霊魂学と並んでそれに続く新しい哲学に
おいては、 「霊魂は精神的体験の現実において
のみ存在するとする説」（現実理論）が出現し
だした。かくて霊魂学は経験的心理学へと発展
し始めた。 （本節は「Seele」in:Kurt von 
Sury: Worterbuch der Psychologie und 
Ihrer Grenzgebiete 1967 ; 「聖書大事典」教
文館1990を主として参考、引用した）。
VI 実体理論から現実理論へ
「自然」に逆らうものではなく、自然に適うこ 中世以降、霊魂の存在と本質、霊魂の身体に
とである。霊魂の性状と非物質的性質から霊魂 対する関係は西洋哲学においては論議され続け
の不滅が由来する。 「理性魂」は「純粋形相」
であって、その思惟において空間と時間の範疇
に捉われないから霊魂自体、滅することも、ま
た破壊されることもない。かくて霊魂はプラト
ンにおけるように、永遠の存在を憧れ求める。
しかし霊魂は地上での生存に先立って存在する
ものではない。霊魂は認識をプラトンにおける
ように「イデア」（観念）の「想起」によって
は獲得しないで、感官知覚によって獲得する。
トマスにとっては「植物魂」も「動物魂」も
一つの実体（霊魂）に属するから、アリストテ
た。デカルト (Descartes,Rene 1596-1650) 
はこの「現実理論」に備えて形而上学的・心
理学的二元論を建てた。しかし自らこの理論の
代表者とはならなかった。
デカルトによると、神は本来の意味における
実体であり、その存在のために他の何ものをも
必要としないものである。霊魂と質料(matiere)
は二つの秩序による実体すなわち思惟する実体
と「延長」を持つ実体である。この二つの存在
のためには神のみが必要である。人間において
はこの二つの実体、霊魂 (Seele)と身体
レスとは反対に、これらの低い段階の霊魂の力 (Karper)は松果腺の一点において触れ合う。
も不死である。感覚する力（動物魂）と思惟す しかし相互の影響は神の助けによってのみ可能
る力（理性魂）は自然体に形を与える原理（形 である。この二つの実体は本質を異にし、霊魂
相）であるから、霊魂は死後、生きていた頃の は、非物質的であり、 「延長」を持たず、消え
生命体に似た自然体 (Karper)を作ると見倣 去ることがない。それゆえ身体から切り離され
された。このような考えはソクラテス以前の ている霊魂は「思惟する本質」(rescognitans) 
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であり、それは「神」によって「延長を持つ本 霊魂の「実体性」に固執する。ライプニッツに
質」 (resextensa)と相互関係におかれている。 よると霊魂は生命体(Leib)の内にあって支配
その積極的状態が「純粋思惟」であり、その原 する単子 (Monade)であって、生命体の多く
因はただ霊魂にある。その受動的状態が感官に の単子に影響する。それらの単子は集合体とし
よる「感覚」と「感情」であり、その原因は身 て世界を形成する。物質的かつ精神的要素であ
体と霊魂との共同の作用にある。 るが、相互に独立していて、それらの単子には
霊魂の身体に対する影響力は血に作用する 「要素が出入し得る窓がない」から霊魂の単子
「生気」 (Lebensgeist)の運動の変化にある。 と生命体の単子との間に相互作用は不可能であ
こうして肉体的な諸過程は機械的に理解し得る。 る。この両者の間の一致は「神」によって作ら
しかし意志的行為は例外である。ちなみに動物 れた「予定調和」によって保証される。霊魂は
は霊魂を持たず、凡ての過程は「個物」一般に 自然体 (Karper)のように受動的でなく積極
おけるように機械的に生起する。意志的行為に 的な努力する力の中枢である。その不死性はそ
おいては霊魂が「意識」を通じて脳から肉体的
過程へ介入する。かくてデカルトは生理学と心
理学の間の関係の探究を提起したとされる。し
かしながらデカルトは霊魂を実体として規定し
た。
の単子としての霊魂の本質から来る。ライプ
ニッツ学派の人ウォルフ (Wolff,Christian 
1679-1754)はライプニッツ哲学を体系化した。
その著作は殆どドイツ語で行い、 ドイツ語の哲
学用語を基礎づけた。 「Psychologie」（霊魂
スピノーザ (Benedictusde Spinosa 1632 学一心理学）の名称はこの人がはじめて使用
-1677)は「現実理論」の代表者であった。ス した。ウォルフは「霊魂」を自己自身と他者の
ピノーザによると霊魂と生命体(Leib)はその 本質を意識しているものと呼ぶ。ウォルフは人
本質は同じであるが、二つの異なる側面におい の精神生活の現象は知・情・意のような幾つか
て考えられる。すなわち霊魂は生命体 (Leib) の精神能力 (Seelenvermogen)一多様な心
に対応する「意識」 (ideacorporalis)であり、 の現象の背後にあると仮定される実体（霊魂）
この意識が運動の進行を脳から命令したり、あ ーから構成されると考えた（「実体理論」）。
るいはデカルトの謂う「生気」を運動への誘引 このような能力の分類、叙述を目的とする心理
たらしめることによって、霊魂が身体(Karper) 学（「能力心理学」 Vermogenspsychologie) 
を動かすとする。しかし霊魂はただ生命体に対 を作った。このような実体としての「心」は
して作用するだけでなく、更に身体もまた霊魂 多様な寄せ集めの心の何れに対しても固有のも
に影響する（霊魂による自己自身の知覚と他者
の知覚）。かくて霊魂の本質は、自然界に現実
に存在する対象の本質から発する、思惟する
「属性」の客観的な本質すなわち表象である、
ことにある。このような概念化の構想はその後
に来る「精神・物理学」的並行論を先取りする
のではあり得ないから、単純でなければならな
いし、それは自己自身のために存立し得るもの
でなければならない。
イギリスの感覚論者ロック (Locke,John 
1632-1704)とヒューム (Hume,David 1711 
-1776)は、それに反して一貫して「現実理
ものであった。 論」に立つ心理学者であった。彼らにとって霊
ライプニッツ (LeibnizGottfried Wilhelm 魂は「自我」 (Ich)であった。この自我は知覚
1640-1716)も並行論の代表者の一人であるが、 し、感知し、意志する。その他にそれ以上、高
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次の「自我」はあり得ない。認識は外から来る
体験によって印象、感覚として得られる。ある
いは記憶力と表象力として思考力に対応する。
かくて思考は単に知覚の「写し」に過ぎない
（ヒューム）。外部からのみ「自我」に入って
来る印象だけが体験される。それゆえ霊魂は作
用(Akt)であって実体ではない。
カント (KantImmanuel 1724-1804)霊
魂を実体とする考えには反対した。そして非物
質的原理としての霊魂は「腐った理性の逃げ
場」であった。カントは「純粋理性批判」にお
いて実体としての霊魂という仮定をしりぞけた。
カントにとって「霊魂」は「世界」、 「神」と
共に先験的、純粋理念 (Idee)であって認識の
対象とはなり得ない。意識の中では凡てが継続
する流れの中にあり、単一無雑 (Einfachheit) 
は純粋理性（認識一般）にはなじめない考え
方である。それゆえ霊魂の概念は「凡ての決定
を唯一の課題におけるかの如くに、凡ての力を
唯一の基礎力から導かれているかの如く、凡て
の交替を唯一執拗な本質の状態に所属するかの
如くに見倣す」ようなことにだけ役立つ、と見
る。しかしこの認識規制の能力としての霊魂概
念は、他方、 「実践理性」からの要請に応ずる
ことによって、その働きを完全に示すことがで
きる。
「人はこの世において自分がそれに価する至
福にあづかるようになっていないから、善い行
い（徳）に至福が相応するようになる、もう一
つの世界が存在しなければならないから霊魂は
不死であって、肉体から分離し得る霊魂(Geist)
を考えるべきである。これは「実践理性」の要
請である。これによって此岸における不正は
「清算さるべき正義」 (ausgleichenden
Gerechtigkeit)によって永遠の彼岸において
理論的にも実戦的にも説明され得る」
(H. Schmidt : 「Unsterblichkeit」in: 
Philosophisches Worterbuch, 1930) 
カントにとって霊魂は、肉体との結合におけ
る内的感覚の対象であるが、霊魂は感覚や表象
を持ち感知し、意志する本質ではなくて、感覚
や表象、感情、努力の全体 (Gesamtheit)に
過ぎない。これらは、しかし身心統一体として
の人間の諸過程であり、客観的には生理学的神
経過程と、主観的には意識過程と呼び得る過程
である。（本節はKurtVon Sury : Woterbuch 
der Psychologie und Ihrer Grenzgebiete, 
Basel/ Stuttgart, 1967に負うている。）
（以下次号に続く）
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